
5E 実験実習

光の回折・干渉実験

第1週目 Excelよる光強度分布の計算

1.単スリットの回折パターン

2.複スリットの干渉パターン

3.矩形開口の回折パターン



計算を行うExcelのファイルを次のURLからダウンロードする。
http://akita-nct.jp/~tanaka/jikken/jik_index.html内の
「回折・干渉実験」をクリックして”kaisetu.xls”をPCに保存する。

この時、Cドライブやディスクトップに保存しないこと。
必ず自分の割り当てられている領域に保存する。

（PCの電源を切るとCドライブに保存したデータは消えるので注意）

保存したファイルを開くと図のような画面が現れる。
このファイルで作業を行っていく。

作業領域

ワークシート
最初の状態で、単スリット（100μm）と
複スリット（200μm、100μm）が用意されている。

http://akita-nct.jp/~tanaka/jikken/jik_index.html


セルの右上に赤く印がある場合は
コメントが挿入されている。
カーソルを合わせるとコメントが
表示される。

テキストやコメントをよく読みながらパラメータ値を入力していく。
単位に注意して、指数表示には“e”を使用する。

パラメータの入力



Excel画面の下の方にワークシートのタグがある。
コピーしたいワークシートのタグ上で右クリックして
“移動またはコピー”をクリックする。

ダイアログの“コピーを作成する”にチェックを入れて
“OK”をクリックする。

ワークシートのコピー

スリット幅が異なる計算をしたい場合は、ワークシートのコピーを作成した方が良い。



グラフの作成例

矩形開口の回折光分布

以下に示すようなグラフを作成する。

単スリットの回折光分布

複スリットの回折光分布



回折パターンの計算（単スリット）

作成するグラフ

x軸：スクリーン上の距離（D列）
y軸：光強度（F列）

D列
範囲：0～任意の値
間隔：任意

※間隔は計算精度でもある。実験は
レーザ光の回折パターンをグラフ用紙
にスケッチしていくのでその測定精度
より細かくとること。

0で割り算しているためエラーがでる。
あとでグラフを描いてみると、ここは
1になることが想像できるので、1を
入力する。



回折パターンの計算（複スリット）

作成するグラフ

x軸：スクリーン上の距離（D列）
y軸：(11)式第１項（F列）

(11)式第2項（G列）
(11)式（H列）

ここはN個のスリットの項なので、
Nの値で割ること（計算値は1を超えない）。



回折パターンの計算（矩形スリット）

X、Yの値をそのまま使用
する。それぞれの範囲は
-10～+10程度が適当。
間隔は任意。

新しいワークシートに作成する。図を参考にして作成してみること。

X値

Y値
グラフは等高線を使用。
計算した領域を選択する。



参考資料参考資料

次ページからは、全体ガイダンスで使用した次ページからは、全体ガイダンスで使用した
「「ExcelExcelを使ったグラフの描き方」の資料からを使ったグラフの描き方」の資料から

一部抜粋したものである。一部抜粋したものである。

・・ オートフィルオートフィル

・・ 絶対参照と相対参照絶対参照と相対参照

・・ グラフの作成グラフの作成



Excelの使い方(2) オートフィル

D 列にx値を 0 から 0.1 まで 0.002 刻みで入力する。
オートフィル機能を使って一定間隔の連続データを作成する。

コピーしたいセルを選択し、右下の＋マークをクリックしてコピー範囲をドラックする。

セルを1つだけ選択すると…

データが単純にコピーされる。

2つのセルを選択すると…

値の差を順に足したデータが
入力される。

参考資料



Excelの使い方(3) 数式の入力（1）

E 列にy値を 数式を使って入力する。後でセルをコピーしたときに、参照セルを相対
的に変化させたくない場合は、絶対参照を使う。

相対的に変化してほしくない
→絶対参照にする

相対的に変化してほしい
→相対参照にする

絶対参照

セルの絶対参照には$を

行・列番号の前に付ける。

ファンクションキーF4を押すこ

とによって付けることができる。

参考資料



Excelの使い方(4) 数式の入力(2)

オートフィルを使って0.1までコピーする。

同様にF列も計算する。ただし飽和電流 Is は 20mA (セルA10)を参照させる。

参考資料



グラフの作成(1)

x軸にしたい列(D列)を選択し、
y軸にしたい列(E、F列)をCtrl キーを
押しながら選択する。

グラフウィザードボタンを押す。

散布図を選択する。
計算データなので、プロットはしない。

参考資料



グラフの作成(2)

グラフオプションでx、y軸タイトル
を入力する。

目盛線でのチェックを外す
(必要な場合はそのまま)。

参考資料



グラフの作成(3)

プロットエリアで領域を「なし」にチェックする。
→ 背景をなしにする。

グラフエリアで輪郭のチェックを「なし」にする。
→ 図の外枠を消す。

参考資料



グラフの作成(4)

軸の書式設定で目盛、フォント、表示形式など
を適切な表示に変更する。

軸の数値には、

○○. ○○○○E-○○
というような表示は使わない。

見易いグラフ、示したいことがわかるグラフ
になるようにグラフの書式を変更する。

参考資料


	参考資料
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作成するグラフ
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Excelの使い方(2)　  オートフィル

D 列にx値を 0 から 0.1 まで 0.002 刻みで入力する。

オートフィル機能を使って一定間隔の連続データを作成する。

コピーしたいセルを選択し、右下の＋マークをクリックしてコピー範囲をドラックする。

セルを1つだけ選択すると…

2つのセルを選択すると…

データが単純にコピーされる。

値の差を順に足したデータが入力される。

参考資料







Excelの使い方(3)　  数式の入力（1）

E 列にy値を 数式を使って入力する。後でセルをコピーしたときに、参照セルを相対的に変化させたくない場合は、絶対参照を使う。

相対的に変化してほしくない

　　→ 絶対参照にする

相対的に変化してほしい

　　→ 相対参照にする

絶対参照

　セルの絶対参照には$を行・列番号の前に付ける。ファンクションキーF4を押すことによって付けることができる。

参考資料







Excelの使い方(4)　  数式の入力(2)

オートフィルを使って0.1までコピーする。

同様にF列も計算する。ただし飽和電流 Is は 20mA (セルA10)を参照させる。
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グラフの作成(1)　

x軸にしたい列(D列)を選択し、

y軸にしたい列(E、F列)をCtrl キーを

押しながら選択する。

グラフウィザードボタンを押す。

散布図を選択する。

計算データなので、プロットはしない。

参考資料







グラフの作成(2)　

グラフオプションでx、y軸タイトルを入力する。

目盛線でのチェックを外す(必要な場合はそのまま)。

参考資料







グラフの作成(3)　

プロットエリアで領域を「なし」にチェックする。　

　→　背景をなしにする。

グラフエリアで輪郭のチェックを「なし」にする。

　→　図の外枠を消す。

参考資料







グラフの作成(4)　

軸の書式設定で目盛、フォント、表示形式などを適切な表示に変更する。　

軸の数値には、

　　○○. ○○○○E-○○

というような表示は使わない。

見易いグラフ、示したいことがわかるグラフになるようにグラフの書式を変更する。

参考資料







